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第５回 伊良湖岬中学校統合検討委員会 会議録 

日時 平成28年７月26日（火）19時00分～20時05分 

場所 和地市民館 

出席者 委員（27名） 

河合哲志、牛田久美夫、高瀬 勲、山本晴樹、小久保忠廣、磯貝長信、河合善敬、 

河合雅之助、青山裕行、野村 晃、坂口厚利、手塚利彦、山本 健、小久保克己、 

齋藤良哲、河合博之、藤井正明、岡田成人、小久保智子、田中秀一、小久保光幸、 

加子裕美、山本嘉寛、小久保千景、河合麻奈美、松岡真依子、松田政春 

事務局（８名） 

花井教育長、大根教育部長、三竹教育総務課長、鈴木学校教育課長、大羽企画部企画

課長、小久保渥美支所地域課長、伊藤教育総務課長補佐兼係長、宮嶋教育総務課主任 

欠席者 古川美栄委員、河合正人委員 

傍聴者 １名 

事務局 開会 

委員長 皆さん、こんばんは。お忙しい中、検討委員会にお集まりいただきまして、ありが

とうございました。 

教育委員会から、統合先、統合時期の方針案が既に郵送されていて、事前に目を通

されてきているかと思います。本日は、教育委員会の方針案についての検討が主な内

容になりますので、忌憚のない御意見をたくさん出していただいて、最終的にまた決

定をしていただくためのいい参考になればと思っております。方針案について、しっ

かりと御発言いただくようお願いをしたいと思います。 

それでは、教育部長の大根さんからあいさつをいただきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

教育部長  皆様、こんばんは。夏に向かって大変暑くなってきておりますが、ここ二、三日、

そんな中、大変涼しい日もございます。あいにく、きょうは足元の悪い中、またお疲

れのところ、検討委員会にお集まりをいただきましてありがとうございます。 

 最後のまとめとして教育長から御挨拶を申し上げたいと思っておりますが、この検

討委員会も、本年度２回目になります。今まで教育委員会として、早く方向性、方針

をというような御意見も伺いました。そういう中で、我々としては、多くの御意見を

いただきながら慎重に検討していこうということで本年度スタートしたわけであり

ますが、本日の会議につきましては、後ほど、教育委員会としての考え方、方針案を

お示しさせていただきます。さまざまな御意見をいただいてコンセンサスが得られれ

ばと思っております。 

 その上で８月下旬には、地域の皆さんへの説明会も予定しています。そうした地域

の御意見も伺って、検討委員会としてのまとめができればと思っております。また、

９月には、できますれば教育委員会として、その検討委員会の案をベースにしながら

最終的に決定ができればと思っておりますので、忌憚のない御意見をいただければ幸

いでございます。どうかよろしくお願いを申し上げまして、冒頭の御挨拶とさせてい
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ただきます。 

委員長 ありがとうございました。 

それでは早速、協議事項１ 伊良湖岬中学校の統合先及び統合時期の方針案につい

て、事務局から御説明をお願いいたします。 

事務局 （資料１、２、３、４により説明） 

・伊良湖岬中学校・泉中学校の統合先及び統合時期の方針案について 

・伊良湖岬中学校統合についてのアンケート 

・泉中学校統合についてのアンケート 

・福江中学校及び赤羽根中学校の学校見学会（まとめ） 

委員長 ありがとうございました。 

今、事務局から、統合先及び統合時期の方針案について、詳しく御説明がありまし

た。それを受けて、今から協議に入っていきたいと思います。 

先ほど大根部長からもありましたように、とにかく、これについて御意見を出して

いただきたいという教育長の話もありましたので、忌憚のない御意見を出していただ

いて、最終的な方針決定になればいいかなと思っております。 

事務局からの説明について、もう少しこの辺が知りたいとか、そういうところがあ

りましたら、どんどん御意見を出していただけたらと思います。いかがでしょうか。 

委員 伊良湖岬中学校が仮に福江中学校へ平成31年度に統合ということですが、伊良湖岬

小学校の建設予定地が今の伊良湖岬中学校跡地につくる予定となっています。 

用地交渉の必要がある土地が２筆あるということで、そちらの話は順調に進んでい

るのですか。 

事務局 今、交渉中でございまして、全体の考え方としては、理解していただいております。 

委員 伊良湖岬中学校の話ではなくて申しわけないのですけれども、泉中学校の統合時期

の方針案で、平成33年度になった理由は何でしょうか。 

事務局 理由としては、資料１の裏面の理由をごらんください。 

ＰＴＡのアンケート結果ですと、統合を岬と同じ時期という意見が多かったのです

が、その前から、検討委員会や保護者の意見の中には、「統合を急がなくてもいい」、

「慎重に考えたい」という意見も確かに多くございました。 

それと、人数を見ていただきますと、現在の小学４年生のところですが、泉中学校

が41名、赤羽根中学校が47名で、この子たちが平成33年に中学３年生になります。あ

る程度人数の多いときに統合することが、教育委員会としては良いのではと考えまし

て、その辺のことを総合的に考えて平成33年度としたものでございます。 

委員 人数が多い場合の良い理由は。 

事務局 やはり中学３年生が同じぐらいの人数でしたら、多い中に入っていくというような

感じが少なくなるかという面でバランスがいいということです。 

委員 はい、わかりました。ありがとうございました。 

教育長 ことし、野田中学校が田原中学校へ統合しました。例えば中学３年生ですと野田の

子が24人、田原中学校の子が約200人。200人の中に24人で、そのときにどうなったか
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というと、24人が６クラスに分かれて４人ずつになっています。田原中学校では、野

田の４人の子たちをクラスみんなで盛り上げるということでやっています。野田地域

の保護者は、野田の子が４人では肩身が狭い思いをするのではないかという心配もあ

りました。 

どういう時期に統合時期とするのがいいかと考えたときには、ある意味、対等的に

できるところが一番いいのではないか、そして一番ナーバスな中学３年生のところ

で、赤羽根と同じぐらいの大人数で対等に一緒に生活できるようなタイミングは、こ

こではないかと私たちは考えました。これは、あさって泉中学校再編検討委員会の中

で地域にお尋ねする予定です。そういう状況の中で泉の方が何とおっしゃられるかな

ということでございます。 

本日は、こういった疑問等を全部出していただければと思っております。 

委員長 ほかの皆さん、どうでしょうか。どんな些細なことでも結構ですので、とにかく御

意見を出していただくことが大事かなと思います。この示された方針案について、御

意見を出していただくとうれしいなと思います。 

それでは、お願いします。 

委員 今、野田の話が出たので、野田中学校が田原中学校へ行って、野田の子たちはどの

ように感じているか、保護者の人たちの意見はどうですか。 

事務局 １学期が終わったところで、これまでの田原中学校の様子について、田原中学校か

ら情報提供してもらいました。野田中学校の子が、どういう様子で過ごしてきたのか、

課題はなかったのか、どういう声があったのかということですが、子どもたちの様子

では、４月当初は、やはり多少不安定なことがあったり、あるいは通学も今までにな

いバス通学ということで、ちょこちょことトラブルらしいこともあったようですが、

その都度、学校も対応していただいたり、あるいは子どもたちが通学などにもなれた

ものですから、１学期の終わりの様子を見ると、通学面でいうと、大きな問題がなく、

今は行われているとのことです。 

それから、学校での子どもたちの様子について、先ほど教育長からもお話があった

のですが、大勢の中に少人数で入っていったので、やはり最初は少し緊張しているよ

うなことが確かにあったようですが、多くの子はなじんで、田原中学校の生徒として

元気いっぱいでやっていると聞いております。部活動などでも、当初は少ない人数の

野田の子たちが埋もれてしまって大丈夫かなという心配の声がありましたが、とても

元気よくやっていると聞いております。種目によっては、野田の子が一生懸命やる様

子に田原の子たちも触発されて、とてもいい影響が出て、活気が出たという声も聞い

ております。 

それから、保護者の方の声でいうと、特に大きな問題のようなことは聞こえてきて

いないそうですが、野田の子にとっては、最初、バス通学が大変だったけれども、今

までと大分世界が広がったような感じがする。近くの学校へ徒歩や自転車で通えると

いうのは、安心していい面もあるのですが、少し遠くへ、しかも大勢の中へ入ってい

くことで、子どもたちが少したくましく、子どもたちの世界が広がったような感じが
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するという保護者の声も何人か聞いていると伺っております。 

それから、先ほど委員の方が御心配してみえた、何かあったときに保護者がすぐに

駆けつけるような困ったこと、トラブルは特に聞いておりません。また今後、何か緊

急事態がある場合には情報が入ってくると思いますので、とりあえず１学期の間は、

そういった面での特に困ったことは起きていないように伺っています。以上です。 

委員長 ありがとうございました。 

今の話を聞くと、一緒になったときには、やはり、いろいろな心配があるので、そ

の辺のところが話題になっていると思います。その辺については、また統合先がはっ

きりした時点で、どういう方策を立てていくのがいいかを考えるときに、野田中学校

の統合の例が参考になるのではないかと思います。 

教育委員会から示された方針案について、どのようにお考えになりましたか。 

特に意見がないということは、これでいいということでしょうか。それぞれ、どう

思われるか、少し御意見を出していただけるといいかなと思います。 

委員 統合時期や統合先については、伊良湖岬中学校統合についてのアンケート結果をよ

く考えていただいて、非常にいい案ではないかと私は思います。 

委員長 ありがとうございます。 

順次、それでは御意見、どうですか。 

委員 統合先の案ということで、私もいいかと思います。また順次、通学路等検討してい

く必要があるのではないかと思います。方針について異論はありません。 

委員長 順次で申し訳ないのですけれども、御意見をいただけたらと思います。 

委員 私も、これでいいと思います。 

委員長 ありがとうございます。 

委員 統合先とか時期は、これでいいと思います。 

委員 アンケートを見ると、これぐらいがいいと思います。 

委員 私もアンケートの結果で、これでいいと思います。あとは、スクールバスを使った

場合の通学の仕方を考えてもらえればと思います。 

委員 渥美地域校区総代会会長名で、渥美地域の中学校の再編問題について、渥美中学校

という要望を出していましたので、泉中学校の統合先として赤羽根中学校というのは

残念ですが、学校全体のバランスを考えたときには、これでいいのかなと思います。 

委員長 学校全体のバランスを考えてということですね。わかりました。 

それでは、次の方、お願いします。 

委員 中学校の見学会へ行ったときに、福江中学校のほうが統合先としていいんじゃない

かなと思いました。 

委員 統合の対象になる生徒、保護者の皆さん、本当に御心労があると思っています。で

も、何回か会議を進めた結果、この意見に対しては、よかったなと思っております。

今後、統合に向けて、保護者の皆さん、生徒の皆さんをフォローしていただいて、ス

ムーズに統合していただくようにお願いします。 

あと、小塩津地域としては、伊良湖岬小学校建設に当たって、住民も協力する体制
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でいますので、よろしくお願いいたします。 

委員長 ありがとうございました。では、続いてお願いします。 

委員 統合先、統合時期について、この案で私も十分だと思います。以上です。 

委員 余り遅くなるより、この案で進めていったほうがいいのではないかと思います。 

委員 私も、このアンケート結果で出たものでいいのかなと思います。 

委員 私も、この案でいいと思います。 

委員 統合場所も福江中学校でいいと思ったのと、やはり最高学年での２回の統合が回避

されたので、すごくよかったかなと思います。これでいいのですが、今後、息子、娘

が通っていくときの通学路が、本当にすごく心配です。自分で自転車通学する場合の

であれば、渥美総合体育館の下あたりが車と近いので、そういうところを配慮してい

ただきたいと思います。 

委員 このアンケートがよく反映されていて、この案で私はいいと思います。 

委員 私も、このアンケートが全てだと思います。私の本心的には、先ほど言われた、渥

美で一つというのが心にありましたけれども、泉中学校の方が赤羽根中学校のほうが

いいというアンケート結果があるなら、この方針案でいいと思います。 

委員 私も、アンケート結果を踏まえた上で、今までの検討をまとめられている案だと思

いますので、これでいいと思います。あとは、教育委員会で決定すべき事項等を進め

ていただければと思います。 

委員 統合時期などは問題ないのですけれども、以前、渥美地域で一つ新しい中学校をつ

くるという話もあったと思うのですけれども、どうですか。 

事務局 渥美地域で新しい中学校を一つ新設するという考えは、市長も含めて、今のところ

はございません。 

ただ、福江中学校が老朽化していますので、整備をしていきたいと考えています。 

委員 アンケートを行った者として、アンケートの結果、保護者の意見を十分尊重してい

ただいた方針だと思います。我々が要望を出した学校見学会、まだ今からありますけ

れども、地域説明会、そういうものも、ある程度、的確に行っていただき、ありがと

うございました。私も、これでいい方向なのかなと思います。以上です。 

委員 前に子どもと話をしたときに、やはり、うちの子は、「どうせ統合するなら最初か

ら福江中学校へ行きたい」と言いましたけれども、なかなか、そのように思いどおり

にはいかないと思うので、この案でいいと思います。 

委員 これでいいと思います。以上です。 

委員長 全ての方が、きょう教育委員会から示された方針案に、これでいいというような形

かなと思っております。 

ただ、やはり皆さんの御意見をお聞きしますと、通学路、部活動などの面でこれか

ら一生懸命に考えていかなくてはいけないものが多々あるかなと思います。それにつ

いては、統合先や統合時期が決定してから、順次、考えていき、ベターな方策を持っ

て統合に臨んでいくことになるのではないかと思っております。 

この検討委員会の全体的な合意として、きょう示された教育委員会からの方針案に
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ついては、特に異論はなしということでまとめていってよろしいですか。 

 （異議なしの声あり） 

委員長 それでは、みなさんに御意見を聞いた結果、検討委員会としては、教育委員会の示

された案に賛成するという結論になったということでよろしくお願いします。 

この際ですから、ほかに御意見がありましたら、出していただければと思います。 

委員 先ほど、あちらの女性から出た意見ですけれども、小塩津から渥美総合体育館まで

の区間がすごく危ない。福江中学校の生徒が部活動で渥美総合体育館に行っている。

よく高校生も通るし、結構、中国人の方も自転車で通るので、あそこの歩道整備を、

ぜひ、課が違うかもしれませんけれども、考えていただきたいなと思います。 

事務局 担当部署が建設部になります。またここは県道です。通学路としてスクールバスが

通る予定もありますので、こちらからも担当部署にお願いしていきます。 

委員 通学路になるかならないかとは、また別で、考えてほしいです。 

事務局 歩道や道路整備は、こちらからもお願いしていくように頑張ってみます。 

委員長 ほかによろしいですか。この際、せっかくだから言っておきたい意見がありました

ら、遠慮なく出してください。 

よろしいですか。それでは、１番目の議題については、先ほど申し上げましたとお

り、教育委員会から示された方針案に賛成するという形でまとまりましたので、よろ

しくお願いいたします。 

次に、その他、事務局からお願いします。 

事務局 伊良湖岬中学校の統合についての教育委員会の方針案について、伊良湖岬中学校区

全体、３地域一緒での説明会を開催したいと思っております。 

先ほど、この方針案についても、検討委員会の皆さんとしても異論はないとお認め

いただきました。教育委員会として提示した案について、地域全体にも各戸配布で案

内を出し、保育園、小学校、中学校の保護者の皆さんにも、保育園、学校を通じて御

案内させていただき、そして、この検討委員会の皆さんにも御参加いただきまして、

和地、堀切、伊良湖地域の伊良湖岬中学校区説明会を開催したいと思っております。 

日程は、８月25日木曜日午後７時から堀切市民館で開催予定です。内容につきまし

ては、方針案について説明させていただいて、地域の皆さんからの意見を聞きたいと

思っております。教育委員会としても、地域の皆さんのいろいろな意見をお聞きしま

すが、検討委員会の皆さん方からも意見を聞いていただければと思っております。 

案内は、委員長と教育長の連名で出させていただきたいと思っております。 

以上です。 

委員長 ８月25日に堀切市民館で、３地区合同の伊良湖岬中学校区説明会を開催予定とのこ

とですけれども、何か御意見がございますか。 

最大何人ぐらいで想定していますか。 

事務局  120人から150人ぐらいと思っています。昨年11月に３校区それぞれで説明会を開催

いたしました。そのときの参加者は、３地域とも各40人ぐらいずつでしたので、同じ

ぐらいの人数が来れば120人程度。少し多くて150人程度を見込んでいます。 
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委員長 堀切市民館であれば、150人ぐらいなら収容可能ですか。 

事務局 はい。入れると聞いています。 

委員 今の統合先と統合時期の方針は、まだ、この８月25日の説明会以降に決定というこ

とですよね。今の段階では、まだ決定されないわけですね。 

事務局 本日は教育委員会の方針案を示させていただいて、この検討委員会の中ではお認め

いただいて異論はないということでした。８月に開催する地域の説明会で、また皆さ

んの意見を聞いて、その後、９月にもう一度、この検討委員会を開催させていただき

ます。そこで、検討委員会として決定し、その後、その決定した内容を教育委員会に

いただいて、教育委員会として最終的な決定をする予定でおります。 

委員長 この説明会の案内を、地域の皆さん全員にお知らせして、説明会に出席していただ

いて、できるだけ地域の方々の声を聞いて、それを最終的な決定に生かしていきたい

という趣旨の説明会だそうです。こうした案内を出して説明会を実施していくという

ことで、特に開催について異論はないかと思いますがいかがですか。 

特に異論はないようですので、こういう方針でやっていただけたらと思います。検

討委員会として、この地域説明会の開催については了承いただいたということで、進

めていただけたらと思います。 

事務局 ありがとうございました。 

委員 広報に掲載されますか。 

事務局 ８月１日の全戸配布でお願いしようと考えています。 

校区と自治会の皆様、配布について、御協力をお願いいたします。 

委員長 この地区説明会については、８月１日の配布に間に合うように、それぞれの自治会

に届くということですので、ひと手間ふえますけれども、各戸に配布していただける

ように、よろしくお願いいたします。 

では、ほかに何かありますか。 

委員 ９月の統合検討委員会の日程が決まっていれば教えてほしい。 

事務局 ９月の日程は、まだ決めてはございません。大体10日前後で考えています。 

早めに、委員長、会長、総代さんたちと相談させていただいて日程を決めさせてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

委員長 ほかによろしいですか。 

特にないようですので、教育長からあいさつをお願いします。 

教育長 大変お忙しいところ、雨の中、お越しいただき、大変ありがとうございました。 

皆さんの意見を、本当にうれしく聞かせていただきました。 

おおむね、いろいろな意見が煮詰まって、考え方が固まってきたかなということで、

ある意味、若干、教育長、のんびりやっていたのではないかというお言葉が聞こえて

いるわけですが、私も昨年１年間と、今年度は４か月が終わろうとしていますが、皆

さんの意見をしっかり聞いて丁寧にということで、時間がかかってしまったなと思い

ますが、比較的いい形でまとまるかなということで、今後、この地域以外のどこかで

統廃合の話が出たときに、こういうシステムをやっていくとまとまっていくという、



平成 28年７月 26日（火） 

8 

 

一つの本当にいい見本ができたかなと感じております。まだまだ内心、いろいろな思

いがあるかと思いますが、皆さん、きょう出させていただいた案で了承いただけたと

思いますが、また最後に、８月25日の説明会の中で意見をいろいろ出していただいて、

本当に円満に行けるといいかなと思います。何とかそこを乗り切って、９月までには

決定していけたらと思います。そういう形で、あと２回、お世話になると思いますの

で、もうしばらくおつき合いをお願いしたいと思います。 

それから、質問で出ました、渥美８校区のコミュニティ会長から、私が教育長にな

る前に、「渥美地区は新設中学校を、旧渥美３町８校区で要望する」ということで動

いておりました。私も、自分も渥美町で生まれ育って、今も住んでいる人間ですので、

新生渥美中学校というのは一つの念願でもあります。しかし、今回、泉のアンケート

を見ていただいたように、泉中学校が赤羽根中学校へ行きたいということで多く聞い

ておりました。それから、伊良湖岬地域の方で赤羽根中学校へ行きたいという声もあ

ったかなと思いますが、話し合いの中でだんだん絞られてきて、きょうを迎えること

ができたかなと思います。 

私たちもできるだけ皆さんの声を慎重に聞きながら、今回も事前に方針案を泉地域

と伊良湖岬地域に同時に出させていただきました。少し、泉中学校と伊良湖岬中学校

の統合時期がずれるということもあるのですが、また、これは泉地域で意見が出たと

きには変わる可能性もあります。伊良湖岬地域の方々には、きょうの意見を受けてい

ただいて、何とか次の説明会、そして第６回統合検討委員会を経て、飛行機でたとえ

る、着陸がスムーズなソフトランディングになるのではないかと感じております。 

また９月に統合先などが決まった後は、通学面では、野田の子たちもバス通学をし

ております。伊良湖岬中学校の統合の場合は通学路も考えながら、野田は路線バスを

使っていますが、伊良湖岬地域についてはスクールバスを中心に考えています。 

統合先、統合時期が決定後の10月以降、たくさん意見を出していただいて進めてい

けたらと思いますので、引き続き、地元の意見を聞きながら、子ども、保護者、そし

て福江中学校区の方にもお話しして、ぜひ向こうの方も気持ちよく受けていただいき

たいと考えております。 

また、教育委員会としての考えを、校区長とか自治会長の会で話をさせていただい

て、その場で、現時点では新しい渥美中学校は、すぐにはできない。そのかわり、福

江中学校の老朽化した校舎を立て直す中で、地震や津波の危険がないようなつくりに

できるように考えていけたらと思います。市の財政面もありますので、すぐには難し

いと思いますが、まずは、伊良湖岬小学校をつくるのが私たちの仕事ですので、そち

らも進めていきたいと思います。 

きょうを迎えて次の準備ができることは、私は大変うれしく思います。 

皆様方に大変御尽力いただいて、時間と労力を私たちにいただきまして、大変あり

がとうございました。感謝の気持ちでいっぱいです。もうしばらく御協力いただきた

いと思います。大変ありがとうございました。 

委員長 ありがとうございました。 
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それでは、本日の検討委員会で了承された教育委員会の方針案について、皆さんも

地域の方々に情報提供しながら、また地域の方々の御意見などがありましたら聞い

て、９月の統合検討委員会に出していただきまして、そういった形で９月の統合検討

委員会を進めていただけたらと思います。 

委員 中学校の統合について、泉中学校が赤羽根中学校、伊良湖岬中学校が福江中学校と

いうことで決定していくようですけれども、渥美８校区の要望には継続して少し現実

的ではないかもしれませんけれども、新設校の要望を出していくつもりで決定してい

ます。要望を変更しなくてもいいかとかいうような話し合いもしましたが、そのまま

新設校ということで要望には乗せて、渥美総代連絡協議会として渥美８校区で市長へ

の要望書を出していく予定になっています。報告です。 

委員長 本日は、大変御苦労さまでした。 

以上で、第５回目の委員会を終了したいと思います。 

ありがとうございました。 

 


